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トウモロコシの不耕起栽培は、1960年代に米国での土壌流亡を防止する環境保全技術と
して開発され、北米の穀倉地帯を中心に普及した技術です。その後、ブラジルやアルゼン
チンにおいても、省力的な栽培法として導入され、現在では、南北アメリカ大陸を中心に
普及しています。我が国では、九州地方の大規模コントラクタを中心に、省力的な栽培法
として導入されているものの、その他の地域においては、ほとんど普及していません。
トウモロコシの不耕起栽培が国内で広く普及していない要因は、例えば、気候や土壌、

作付体系や除草剤の種類などが海外と異なり、場合によって深刻な発芽不良や雑草との競
合が起こる等が挙げられます。国内でも不耕起栽培に関する試験研究が進み、慣行（耕う
ん・整地してから播種する）体系と遜色ない収量を得ることが可能なことや、繁忙期の作
業工程を縮減・省力化できること等が明らかになってきました。一方で、既存の海外製の
不耕起播種機は大きくて重いため、小規模ほ場が点在する条件や、大型トラクタを持たな
い小規模経営等では、効率的な活用が困難でした。
このような背景から、不耕起栽培に対応できる、小型で取り回しやすい播種機の開発が

望まれ、農研機構・生研センター（当時）において不耕起対応トウモロコシ高速播種機
（以下、開発機）が開発されました。平成25年に、共同開発メーカーであるアグリテクノ
矢崎（株）より市販化されましたが、今後、開発機を活用した省力的な飼料生産技術の一
層の普及を図るためには、異なる現場状況に応じた開発機の適切な使い方や、現状の課題
等をわかりやすく示す必要があると考えました。
そこで、気候や土壌、作付体系等が異なるほ場で行なった開発機の現地試験結果を基に、

①不耕起栽培や開発機について、②開発機の適切な使い方、③開発機を用いた不耕起栽培
における留意点、をＱ＆Ａ形式で取りまとめ公表することとしました。なお、本書では図
と写真を中心に、ポイントを絞った概略の記載にとどめています。詳細は巻末の参考文献
をご参照頂くとともに、現地試験を行なった執筆担当機関または執筆者まで、お問い合わ
せ頂ければ幸いです。
開発機を活用した不耕起栽培の試験・導入を検討する際に本書を参考にして頂き、トウ

モロコシ不耕起栽培が国内の飼料生産技術の一つとして定着することを願っています。

※本書では、不耕起対応トウモロコシ高速播種機を、以下「開発機」と記載します。
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Ｑ１．トウモロコシの不耕起
栽培とは？

Ａ１．播種の前に畑を耕さない、
トウモロコシの栽培方法です。

• トウモロコシ栽培の慣行体系では、播種前に耕うん・砕土・整地
の作業を行ないます。不耕起栽培では、これらの耕うんを省略
し、耕うんしていないほ場に溝を切って播種します（図１－１）。

• 不耕起栽培のメリットには、耕うん、砕土、整地に要する時間が
省略され（図１－２）、天候等の事情で作業日程が押しても適期
の播種が容易になること等が挙げられます。また、燃料消費量
やCO2排出量も削減でき、省エネに貢献できます（参考文献
30・47・48など）。

• 不耕起栽培のデメリットは、耕うんしていないほ場に播種できる
機械が新たに必要なこと、ほ場条件等によって、発芽や収量が
不安定になること、堆肥の散布に制約があること、入念な雑草
対策が必要になること、等があります。

 飼養管理等で日常的に多忙な中、天候に左右される耕うん作業が重なると、播種
の適期を逃しやすく大幅に収量を落とすリスクが高まります。不耕起栽培を取り
入れることで適期播種できる面積を増やすことができます。

 不耕起栽培は、農林水産省の「飼料生産型酪農経営支援事業」において環境負荷
軽減の取組としても位置づけられています(参考文献44)。
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図１-１．慣行体系と不耕起栽培との作業工程の違い
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図１-２．慣行体系と不耕起栽培との作業時間比較

播種
肥料散布
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砕土
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播種

鎮圧

肥料散布
　

播種時期に集中する、
ほ場作業の工程数が
大幅に減少

※除草・追肥・収穫・調製を除いたもの
※都府県のトウモロコシ生産に要する全作業時間の内訳は、

「耕うん・整地・肥料散布・播種」が４割、「除草・追肥」
が１割、「収穫・調製」が５割(参考文献43より)。

※東北地方(岩手県)での、耕うん～除草剤散布までの作業時間
(山形2017、参考文献17)より作図

耕うん～除草剤までの作業時間は慣行の３割
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Ｑ２．不耕起での収量やコスト
は？

Ａ２．慣行体系と同等の収量を得る
ことが可能です。省力化により
生産コストを安くできます。

• 慣行体系と同等の収量を得ることが可能です（図２-１、図２-２）。
収量を確保するためのポイントは、大きく以下の２つです。

1. 確実な播種（Ｑ５・Ｑ６・Ｑ９等をご参照ください）
2. 適切な雑草防除（Ｑ10をご参照ください）

• 慣行体系より生産コストを安くできます（図２-３） 。体系によって
安くなる程度は異なります。

1. 労 賃：耕うん作業の省略により、削減できます。
2. 燃料費：耕うん作業の省略により、削減できます。
3. 農薬費：雑草防除に慣行体系より多くの除草剤が必要

となる場合は、コストが高まります。
4. 機械償却費：体系により程度は異なりますが、軽減する

ことが可能です。
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図２-１．東北での収量比較例（トウモロコシ単作）
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図２-２．西日本での収量比較例（トウモロコシ二期作）
慣行 不耕起

※山形(2017)、参考文献17より作図
品種：LG3520(RM110)、土壌：厚層腐植質黒ボク土
前作：トウモロコシ
播種日：5/9、収穫日：9/15
播種深：慣行区6.4cm・不耕起区5.7cm
苗立率：慣行区95%・不耕起区94%

※横石・白田(2014)、参考文献18より作図
品種：SH5937、土壌：細粒灰色低地土
前作：トウモロコシ
播種日：8/8、収穫日：11/21
播種深：慣行区3.8cm・不耕起区5.4cm
苗立率：慣行区90%・不耕起区90%

※1岩手県・20ha規模でのコスト(山形2017、参考文献17より作図)
※2試算条件(機械償却費)：慣行区のプラウ(２連)、ディスク・ツース

ハロー、を不耕起区で省略
※3試算条件(農薬費)：不耕起区で、慣行区の土壌処理・茎葉処理に

加えて前植生の処理にグリホサートカリウム塩剤を使用

図２-３．耕うん～除草剤散布作業のコスト比較（円／10a）
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Ｑ３．開発機の特長は？

Ａ３．小型・軽量で、高速時でも播種
精度が高く、不耕起ほ場での
作溝・播種が可能です。

• 共同開発メーカーのアグリテクノ矢崎（株）より、NTP-2の商品名
で販売されています。

• 30馬力程度のトラクタで利用できる、小型・軽量な２条播きの
播種機です。 PTO動力を使う必要はありません。

• 種子を１粒ずつ種子ホッパから分離するプレートと、種子を播種
溝へ放出するプレートとの、ダブルプレート構造（図３－１、参考
文献９・10・11）により、高速作業時（最高8km/h）でも高い精度
で播種できます（表３－１、参考文献24） 。

• ディスクコールタ（播種溝を切る円盤状の鉄板）を１枚とし、軽量
な機体でもほ場表面の作物残さを切りやすいのが特長です（従
来機の多くはＶ字型に組み合わさる２枚構造です） 。

• 実証地での作業能率の平均は１時間あたり約60aです。従来の
２条の目皿式播種機の標準的作業能率（毎時19a）より、大幅に
能率が高まります（参考文献４・９） 。

• オプション装着により、４条播きや同時施肥、混播も可能です。

 開発機は慣行体系（耕うんほ場）でも使用できます。ほ場条件が不耕起に適さない
場合等、慣行体系で活用する際のポイントはQ７をご参照下さい。
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種子ホッパ

作溝・鎮圧機構

分離プレート
(種子に応じ交換)

放出プレート
(交換不要)

作業速度
（km/h）

播種間隔（cm）
（平均±標準偏差）

１粒率
（%）

不耕起
（開発機）

2.5 17.8±3.1 100
5.8 17.8±3.4 99
7.6 18.0±5.2 99

慣行（空気加圧式） 7.2 21.4±6.2 97
※横澤ら（2014）、参考文献24より作成

前作：イタリアンライグラス

ダブルプレート構造
（種子ホッパ内部の

分解模式図）

溝拡幅部 種子誘導スリット 鎮圧輪爪（コールタと近接）ディスクコールタ

溝を切る 溝を拡げる 種を落とす 溝を押さえる

進行方向

図３-１．開発機の外観およびダブルプレート構造の分解模式図

表３-１．開発機の播種精度試験結果の例

図３-２．開発機の作溝・鎮圧機構とその役割

種子ホッパ

スリット内を
種子が落下

２粒落ち
や欠株
が少ない

※橘ら(2014)、参考文献10より
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Ｑ４．作業前の設定、ほ場での
調整のポイントは？

Ａ４．開発機の姿勢、分離プレート、
ディスクコールタと爪の隙間、
播種深さの調整が重要です。

作業開始前の設定
• 開発機の姿勢：トラクタ３点リンクを下げ切った状態で、前後・

左右の姿勢を水平に設定します。前傾や後傾になると、作溝機能
が低下したり、播種溝から土をはじき飛ばしやすくなります。また、
ゲージ輪で開発機の高さを設定し、コールターが土へ作用する
力を強めたり弱めたりできます（図４－１） 。

• 分離プレート＊ ：種子ホッパを外した状態で、種子が１粒ずつ
セルに納まることを確認します（図４－１右上）。セルの大きさと
種子の大きさが合っていないと、２粒落ちや欠株が増えます。

• ディスクコールタと爪との隙間：隙間を空けないよう調整します
（図４－２左）。隙間があると、ほ場表面の作物残さや土を引きずり
やすく、播種溝が切れなかったり、播種溝を掘り返してしまうこと
があります（Q９もご参照ください） 。

現場での調整
• 播種深さ：播種深さ調整ネジの長さで調整します（図４－２右）。
• 予め、ほ場内の３ｍ程度の区間で試走し、播種溝を掘って種子

の様子を目視で確認することが重要です。
＊分離プレート：種子を１粒ずつ種子ホッパから分離・操出するプレートで、セルの

大きさ（切り欠き部の内接円直径）が異なる６種類あります。種子
の大きさに合わせて交換します（着脱に工具は不要です）。

 設定・調整の具体的な手順はメーカーの取扱説明書（p7～p12）をご参照下さい。
これらの他にも調整箇所があります（播種間隔など）。
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トップリンク
(伸縮させ、前後の姿勢を設定)

播種深さ
調整ネジ

ゲージ輪
(開発機の高さを設定)

ここに隙間を空けない

播種深さ調整ネジの長さが変わる
↓

鎮圧輪が上下動できる幅が変わる
↓

播種深さが変わる

鎮圧輪

図４-２．コールタと爪との隙間（左）、播種深さ調整ネジ（右）

図４-１．開発機の主な設定・調整部位

セル

分離プレート(種子ホッパ内部)
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Ｑ５．前作が牧草(二毛作)の時
の留意点は？

Ａ５．播種深さの目安は4-6cmです。
前作の収穫・集草をていねいに
行なって下さい。

• 播種深さ4～6cmを目安とします。播種深さが3cmより浅いと
収量が低くなります（図５-１）。

• 前作の牧草をていねいに収穫・集草します。刈り残しや拾い残し
が多いと、開発機のコールターで播種溝が切れなかったり、
播種溝が浅くなることがあります。

→十分深い溝が切れないと、種子が表面に露出しやすく、
苗立率・収量が低く不安定になります（図５-２）。

→前作がイタリアンライグラスの場合、ルートマット＊の影響
で、十分深い溝を切れない場合があります（表５-１、Ｑ４・
Ｑ９・Q12もご参照ください）。

• 牧草の刈り残しや拾い残しが多いと、除草剤の効きが悪くなり、
後発雑草が増える原因になります。 牧草は倒伏させず、 適期
刈りしましょう（Q10もご参照ください）。

＊ルートマット：植物体の根が、密に層状に集積したものです。永年草地やイタリアン
ライグラス草地等では、表層から5cm程度の地中に構成されます。
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※種子が目視できるほど浅い。土壌との接触不良等により
発芽が不安定になりやすい。

種子種子

播種溝

※横石ら（2016）、参考文献19より作図
品種：LG3520（RM110）、土壌：細粒灰色低地土
前作：イタリアンライグラス
播種日：4/10、収穫日：7/25

図５-２．播種深さが足りなかった失敗例

図５-１．播種深さと乾物収量との関係

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

慣行区の
乾物収量：

2,094kg/10a

2.2cm 3.0cm 3.2cm 4.3cm

乾
物
収
量

(k
g/

10
a)

播種深さ

主な要因 対策の例 期待できる効果

表面が硬い
• 播種深さを深めに調整
• ゲージ輪を上げ、開発機の高さ
を下げる

コールターが、より強い力で土に作用
する

凹凸が多い • 速度を落とす 播種ユニットが、ほ場の凹凸へ追従
しやすくなる

作物の残さが大量 • 耕うん（簡易耕）する ほ場表面の作物残さが土と混和され、
溝が切りやすくなる

※Q４・Ｑ９・Q12もご参照ください

表５-１．深い溝が切れない場合の要因と対策の例
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Ｑ６．前作がトウモロコシ
（二期作・単作）の時
のポイントは？

Ａ６．前作の株を避け、条間へ確実に
播種することがポイントです。

• 前作（トウモロコシ）の条間に播種します（図６-１）。
→前作の株の真上を乗り越えると、播種ユニットが跳ね上が

り、種が土中に入らない場合があります。

→前作の条と垂直方向に走行すると、ほ場の凹凸（わだち等）
を乗り越える際に播種ユニットが跳ね上がり、種が土中に
入らない場合があります。

→前作で発生した雑草が大量に残っていると、播種溝が切り
にくくなることがあります。前作の雑草管理にも留意が必要
です（Q10、参考文献25もご参照ください）。

• 石が多いほ場でも、速度を落とすことで良好に播種できた事例
があります（図６-２）。

• 走行速度を上げ過ぎると、土が播種溝から飛ばされて覆土が
不足する場合があります。播種溝が覆土されているか確認する
必要があります（Q７もご参照ください）。

 覆土が不足すると、ほ場の表面に種子が露出しやすく、苗立率が低下します。
苗立率の低下は収量の低下に直結します。
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前作（１作目トウモロコシ）の条
２作目の播種溝

図６-１．トウモロコシ跡へ播種する条の目安

播種当日（5月23日） 35日後（6月28日）

図６-２．石が多いほ場における試験事例
※写真提供：岩手県

品種：P1543（RM115）、前作：トウモロコシ
播種日：5/23、収穫日：10/3
作業速度：3.2km/h
苗立率：98%、乾物収量：2.3t/10a

※前作(１作目トウモロコシ)の条間を播種ユニットが通るようにする。
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Ｑ７．慣行体系（耕うんほ場）
で使う時の留意点は？

Ａ７．十分に覆土される速度で作業
します。

• 開発機は、8km/h程度までの高速作業が可能です（図７-１）。
ただし、土壌条件等により覆土の適否は異なります。

• 走行速度を上げ過ぎると、土が播種溝から飛ばされて覆土が
不足する場合があります（図７-２）。 目視で播種溝の状態を
確認し、 播種溝が覆土されていなければ速度を落として
ください。

• ロータリー仕上げのほ場では、 種子誘導スリットの内部に
土が詰まり種子が落ちなくなる場合があります（図７-３）。

• 停止状態で開発機を下ろさず、走行開始とともに緩やかに
開発機を下ろす、オプションのスリットクリーナーを装着する等
で、土詰まりを避けることができます（Ｑ12もご参照下さい）。

 耕うんしたほ場では、コールターが強い力で土に作用して、播種深さが深くなり
過ぎる場合があります。Q４や取扱説明書を参考に、ゲージ輪の高さを下げる等
で開発機を調整します。
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高速区
7.4km/h

中速区
5.7km/h

低速区
2.6km/h

図７-１．耕うんほ場で播種した後の苗立状況の例

スリット内の
土詰まり

図７-３．スリット内に土が詰まり、種子が落ちなくなった状態

図７-２．作業速度が速すぎて覆土が不十分な状態

鎮圧輪

種子誘導スリット

ディスク
コールター

土が、
溝の左右に
はじき飛ば
されている

※写真提供：岩手県

※写真提供：秋田県
作業速度：11.2km/h

播種溝
土が、

溝の左右に
はじき飛ば
されている
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Ｑ８．トウモロコシ以外には
使えますか？

Ａ８．麦類の株播きや、トウモロコシと
ソルガムの混播なども可能です。

• 飼料用麦類、ソルガム、牧草等の小粒種子を、複数粒ずつ株播
きすることができます（図８-１、参考文献20・24など）。なお、条間
を狭めるためには複数回往復走行する必要があります（図８-２）。

• 開発機でエンバクを株播きし、慣行の散播より播種量を少なくし
ても（慣行の播種量8.0kg/10a から３割減の5.4kg/10a） 、慣行
と同等の収量 （慣行の乾物収量0.75t/10aに対し0.78t/10a） を
確保できた試験事例があります（参考文献24）。

• トウモロコシの種子サイズより大きい分離プレートを使い、簡易に
トウモロコシとソルガムを混播できます（図８-３）。10aあたり乾物
収量が３tを越えた試験例もあります。

 トウモロコシとソルガムとの混播では、種子ホッパ内での混合ムラや種子の分離が
起こると混播の精度が悪くなる場合があるので、作業前に試走・確認してください。
混播の精度を高めるには、オプションの混播ユニットの装着が有効です。
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※写真提供：群馬県

放牧地での追播

※写真提供：徳島県
図８-１．トウモロコシ以外への適用例

エンバクの株播き

図８-２．条間を狭める際の走行経路の例
※前回の走行工程の一部と、次の走行工程を重ねる。

①トウモロコシとソルガムの種子をよく混合
②この状態で種子ホッパへ投入、不耕起播種

③順調な生育を確認
※写真提供：愛媛県

図８-３．トウモロコシとソルガムの混播への適用例
※トウモロコシ単播での分離プレート(セル内接円直径8.0mm)に対し、

１サイズ大きな分離プレート(セル内接円直径8.5mm)を使用。
品種：LG3520（RM110）・ハイグレンソルゴー
土壌：表層腐植質黒ボク土、前作：イタリアンライグラス
播種：4/6、播種深：6.7cm、苗立率：91.6%
収穫：7/12 (１番刈り)・9/26(２番刈り)、乾物収量：3.4t/10a

播種溝 （１工程目）

播種溝 （２工程目）

③ ③

④ ④
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Ｑ９．苦手な土壌条件は？

Ａ９．粘質土、作物残さが多いほ場、
表面の凹凸が大きいほ場、が
苦手です。

• 乾燥した粘質土のほ場では、表面が顕著に硬くなり、十分に深い
溝が切れない場合があります。溝が切れても覆土されにくく、
苗立率が悪くなります（図９-１） 。また、根の伸長が抑制される
等、生育への影響も見られます（図９-２）。
→慣行栽培（耕うん）を検討してください。

• 前作の作物残さの拾い残しが多いと、開発機で残さを引きずっ
てしまい、溝が切れません。また、播種溝を掘り起こすこともあり、
表面に種子が露出し発芽不良を引き起こします（図９-３）。
→簡易耕＊等を検討してください。

• 表面の凹凸が大きいほ場では、開発機の播種ユニットが跳ね
上がりやすく、種子が土中に入らず発芽不良を引き起こします。
→ほ場表面の凹凸へ播種ユニットが追従できる程度に、十分

に速度を落として作業してください。

＊簡易耕：播種前の圃場作業の一部を省略する作業体系です（一連の耕うん・
整地作業をディスクハローやロータリーの１工程に置き換える等、
参考文献26・37等もご参照下さい）。

 苗立率の低下が予想される場合は、予め播種量を10%程度増やして栽植本数を
確保する対策も考えられます。ただし、台風の常発地帯等では倒伏のリスクも
高まります。

 排水不良のほ場では、耕うん・不耕起に関わらず、湿害を受けやすくなります。
別途、排水を促す対策が必要になります。
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不耕起播種したトウモロコシ
の根が深く伸びていない状態
（粘質土壌）

溝が十分に深く
切れていない

種子が表面
に露出

土が播種溝の外に
飛ばされている

図９-１．

慣行区
（乾物収量：
1.38t/10a）

不耕起区
（乾物収量：
0.99t/10a）

※写真提供：岩手県
品種：34N84（RM108）
播種：5/29、収穫：9/17

残さを大量に拾
い残し

残さを引きずって、播種溝を
掘り返してしまった

前作を倒伏、刈り残してし
まい、除草剤が十分効い
ていない

不耕起播種に失敗した時の、
ほ場表面の状態（粘質土壌）

図９-２．

※前作：イタリアンライグラス
図９-３．作物の残さが大量に残り、播種溝が十分切れていない状態
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Ｑ10．雑草の効果的な防除法は？

Ａ10．前植生の処理と後発雑草の
防除、２回(以上)に分けて除草
剤(茎葉処理剤)を散布します。

• 不耕起栽培では、播種時のほ場表面に前植生や雑草が残って
いると、トウモロコシの初期生育と競合します。

• 前植生の処理には非選択性除草剤（グリホサート系）の全面散布
が有効です。処理のタイミングは、播種直後をオススメします。

• 播種後に発生する雑草の防除には、雑草の種類を確認して適切
な茎葉処理剤を選択・散布します（参考文献25） 。防除のタイミ
ングは、トウモロコシ３～５葉期です（図10-１）。

• 後発雑草の茎葉処理を省略し、前植生の処理しか行なわないと、
雑草量が増えます（表10-２）。

• トウモロコシの品種と薬剤の組み合わせ方によっては、 薬害が
発生する場合があります。事前に除草剤メーカー等へ確認する
ことをオススメします。

 発生する雑草は、地域・土壌・時期等により異なります。各地で適切な除草剤
体系の検討を行なうことが重要です。

 前植生の処理（除草剤の散布）を播種後に遅らせすぎると、発芽しようとする
トウモロコシに薬害が出る場合があります（参考文献22）。

 前作を倒伏させる等で刈り残してしまうと、除草剤の効果が薄れてしまうので
注意が必要です。

 除草剤は、成分ごとに総使用回数が決まっています。事前に除草剤の情報を確
認する必要があります。
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慣行区 不耕起区１ 不耕起区２ 不耕起区3
播種 ３/26 3/26 3/26 3/26

前植生の処理 － 3/27
（グリホサート）

3/25
（グリホサート）

3/25
（グリホサート）

土壌処理 3/27
(ｱﾄﾗｼﾞﾝ+S-ﾒﾄﾗｸﾛｰﾙ) － － 3/27

(ｱﾄﾗｼﾞﾝ+S-ﾒﾄﾗｸﾛｰﾙ)

茎葉処理 4/24
（ニコスルフロン＋ハロスルフロンメチル）

雑草乾物量 （kg/10a）
5/26 8 17 17 16
7/13 64 66 136 46

慣行区 不耕起区Ａ 不耕起区Ｂ
播種 5/20 5/20 5/20
前植生の処理 － 5/11（グリホサート） 5/11（グリホサート）

土壌処理 5/25
（ｱﾄﾗｼﾞﾝ+S-ﾒﾄﾗｸﾛｰﾙ） － －

茎葉処理 6/4
（トプラメゾン）

6/4
（トプラメゾン） 省略

雑草乾物量 （kg/10a）
6/30 3 31 232
8/20 5 95 191

表10-２．前植生の処理のみで茎葉処理を省略した試験事例

表10-１．イタリアンライグラス跡地での試験事例

図10-１．防除前後・生育初期における雑草出現状況の変化例

雑草が
増えた

エンバク：
32.4%

シロザ：
26.5%

ナズナ：
24.5%

ハルジオン：
2.9%

タンポポ：
1.0% なし（裸地）

12.7% シロザ：
22.0%

なし（裸地）
78.0%

シロザ：
43.6%

ショクヨウ
ガヤツリ：

5.5%

ハルジオン：
0.9%

なし（裸地）
30.9%

エンバク
10.9%

メヒシバ
8.2%

※出典：群馬県畜産試験場（前作：エンバク）
４月11日：前植生の処理（グリホサート）
４月22日：不耕起播種（開発機）
５月８日：茎葉処理（アトラジン＋トプラメゾン）

慣行と同レベルに
雑草を防除

※横石ら（2016）、参考文献21より作成
前作：イタリアンライグラス

※横石ら（2016）、参考文献21より作成
前作：オオムギ

４月９日：防除前 ５月７日：トウモロコシ３葉期 ５月22日：播種１ヶ月後

グ
リ
ホ
サ
ー
ト

不
耕
起
播
種

ア
ト
ラ
ジ
ン
＋
ト
プ
ラ
メ
ゾ
ン
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Ｑ11．堆肥は散布できますか？

Ａ11．不耕起と慣行体系とを組み合
わせたり、ほ場をローテーション
させることで可能です。

• 例えば以下のようなタイミングで堆肥を散布できます。

→二毛作体系で春作業を不耕起にした場合は、トウモロコシ
収穫後、冬作牧草の播種前に堆肥散布し、慣行体系で作業
します（図11－１）。

→ トウモロコシの二期作体系では、比較的日程に余裕のある
一作目の播種前に堆肥散布および慣行体系での播種を行
ない、二作目で不耕起播種する事例があります（図11－２）。

• 不耕起で速やかに播種するほ場と、慣行体系で堆肥を散布する
ほ場をローテーションさせ、全体として播種適期を逃さない。
輪作体系（例えば暖地の二年五作体系）の中で不耕起播種を
取り入れる、等の計画作りが有効です（図11－３、図11－４）。

• 悪臭や水質等の環境問題を起こさないために、堆肥を散布した
ほ場は直ちに耕うんする必要がありますが、ディスクハロー等で
簡易耕することでも、堆肥を土と混和できます。開発機での作業
も可能です（Ｑ７・Ｑ９もご参照ください）。

 堆肥の散布量が多すぎると、作物の硝酸態窒素含量が高まり、最悪の場合は家畜へ
給与できない飼料を生産してしまうおそれがあります。各県などで定められている
栽培基準や適正な堆肥の施用量を確認しましょう。土壌診断を活用し合理的な施肥
体系を検討することもお勧めします。
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１
月

４
月

７
月

10
月

１
月

４
月

７
月

10
月

ほ場Ａ

ほ場Ｂ

図11-２．堆肥散布のタイミングの一例（二期作体系）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

トウモロコシ（一作目） トウモロコシ（二作目）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

トウモロコシ 冬作牧草冬作牧草

図11-１．堆肥散布のタイミングの一例（二毛作体系）

図11-３．不耕起と慣行体系との、ほ場ローテーションの一例

堆肥散布

堆肥散布不耕起播種

不耕起播種播種

※一作目は慣行体系（耕うんほ場）、二作目は不耕起播種。
どちらにも開発機を活用できる。

図11-４．不耕起栽培を取り入れた輪作体系の一例（二年五作）

トウモロコシ
(一作目) 冬作牧草 トウモロコシ 冬作

※1 ：堆肥散布のタイミング
2 ：トウモロコシ播種のタイミング( は不耕起播種、 は慣行法での播種)
3 ：冬作牧草は、飼料用麦類やイタリアンライグラス等

トウモロコシ
(二作目)

冬作牧草 トウモロコシ 冬作牧草 トウモロコシ
(一作目)

トウモロコシ
(二作目)

牧草

ほ場Ａ ほ場Ｂ ほ場Ｃ ほ場Ｄ ほ場Ｅ

１年目 慣行 慣行 不耕起 慣行 不耕起

２年目 慣行 慣行 不耕起 不耕起 慣行

３年目 慣行 不耕起 慣行 慣行 不耕起

４年目 慣行 不耕起 慣行 不耕起 慣行

ほ場全体の中で、
慣行体系で栽培する
ほ場と不耕起栽培する
ほ場を区分けする。

不耕起栽培と
慣行体系を、
交互に行なう

不耕起に適さない
条件（Ｑ９）では、
慣行体系で作業する。
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Ｑ12．よくあるトラブルは？

Ａ12．以下の点にご留意ください。

• 溝が切れない

• 種が落ちない

主な要因 対策の例

表面が硬い
播種深さを深めに調整する（Q4）。
ゲージ輪の高さを上げる（Q4）。
慣行体系（耕うん）に切り替える（Q７）。

凹凸が多い 速度を落とす（Q6)。

残さが大量 コールターと爪との間が開いていないか確認・調整（Q4）。
簡易耕や慣行体系（耕うん）に切り替える（Q7)。

調整ミス
（開発機が下まで
降りていない）

開発機が下まで降りるよう、トラクタのロワーリンクを調整する。
三点リンクのカテゴリー＊によらず、ロワーリンクの下部ヒッチ点
高さは、地上20cm程度まで下がります。

主な要因 対策の例

スリットに土が詰まる 開発機を下ろした状態でバックしない（Q７）。
オプションのスリットクリーナーを装着（図12-１）。

忌避剤をまぶした種
が詰まる

処理後の種子をよく乾燥させてから種子ホッパに入れる。
作業終了後に、種子ホッパへ種子を入れっぱなしで残さない。

人為的なミス
（シャッタの開け忘れ）

種子ホッパ下部のシャッタを開け忘れていませんか。
Ｑ４（参考文献１）等を参考に、開発機の設定を確認しましょう。

＊カテゴリー：トラクタ出力によりⅠ・Ⅱ・Ⅲ等に区分される、トラクタ後部三点リンク
ヒッチの規格です。例えばカテゴリーⅠとカテゴリーⅡでは、下部ヒッチ
（ロワーリンク）のピン直径等が異なります。開発機はカテゴリーⅠ用な
ので、大型トラクタへの装着時にはロワーリンクの直径に応じたカラーを
装着する等で、作業中の開発機がグラグラしないようにします。
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地面

播種作業中のスリットクリーナーの位置

開発機上昇時のスリット
クリーナーの位置

回転軸

鎮圧輪フレーム

種子種子

種子種子

※スリットクリーナー（ばね状の針金を加工したオプション部品）
を、種子誘導スリットの後端に装着する。

スリットクリーナー

図12-２．スリットクリーナーの構造および作用

図12-１．スリットクリーナーの装着部位

※ほ場端での旋回時などに開発機を上昇させる、作業開始時に開発機を
下ろす時に、スリットクリーナーが種子誘導スリットの内部を前後に
スライドする。

進行方向

進行方向
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おわりに
これまでの現地試験を通して、開発機の、小型機械でありながら不耕起に対応できる特長等が実

証されるとともに、その特長を活かすために必要な条件もあることが明らかになりました。不耕起
ほ場の条件は極めて多様なため、それぞれの現場状況に応じて開発機の適切な使い方を検討・アレ
ンジする必要がありますが、開発機は、省力的に適期播種・飼料増産を実現する有効な手段の一つ
として、多くの現場で役に立てると考えています。

ただし、残っている課題もあります。例えば開発機に関しては、残さの量が多いほ場等への一層
の適用性向上等が、活用技術の側面からは、地域毎・条件毎の体系防除法、輪作体系等の多様な栽
培体系への適用も考えられます。今後、ますます多くの地域で試験研究・適用事例が積み重なり、
トウモロコシの不耕起栽培が国内の飼料生産技術の一つとして定着することを願っています。

本Ｑ＆Ａの執筆・取りまとめには、不耕起飼料生産技術研究会にご賛同・ご参集下さった方々か
ら寄せられた、貴重な試験事例や提言が基となりました。ご協力を頂いたみなさまに、心から感謝
申し上げます。

2018年３月
不耕起飼料生産技術研究会事務局
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